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たかつき消防団だより

　

　

　

　

　

　

　

　

　

平
成
二
十
八
年
五
月
十
日

の
結
団
式
か
ら
八
月
二
十
一
日

の（
公
財
）大
阪
府
消
防
協
会

三
島
地
区
支
部
消
防
総
合
訓

練
の
披
露
ま
で
の
四
ヵ
月
の
期

間
は
充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。

私
は
四
月
か
ら
分
団
長
に
な
っ

た
ば
か
り
の
新
米
で
、最
初
の

頃
は
ど
う
な
る
の
か
と
不
安
で

し
た
。皆
さ
ん
の
後
押
し
を
も

ら
い
何
と
か
無
事
に
小
隊
訓

練
の
披
露
を
終
え
ま
し
た
。

　

小
隊
訓
練
の
人
員
を
集
め

始
め
た
平
成
二
十
七
年
の
十

二
月
頃
は
本
当
に
人
員
が
集

ま
る
の
か
と
、三
十
三
名
の
壁

が
高
く
感
じ
ま
し
た
。各
団
員

の
協
力
で
人
員
の
目
途
が
立

ち
結
団
式
を
迎
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。磐
手
分
団
の
団
員

は
小
隊
訓
練
に
参
加
す
る
と

決
め
て
か
ら
真
面
目
に
取
り

組
み
出
席
率
も
良
か
っ
た
で

す
。六
月
頃
は
隊
員
も
自
分
た

ち
の
訓
練
と
い
う
意
識
が
薄
い

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。七
月
に

入
っ
て
く
る
と
隊
員
、分
団
役

員
共
に
磐
手
分
団
全
員
の
小

隊
訓
練
へ
と
意
識
が
高
揚
し
た

と
思
い
ま
す
。指
導
員
の
方
々

の
言
葉
に
素
直
に
耳
を
傾
け

る
姿
は
見
て
い
て
も
気
持
ち
が

良
か
っ
た
で
す
。

　

隊
員
は
四
ヵ
月
の
暑
い
期

間
の
訓
練
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。隊
員
を
支
え
て
頂
い
た

家
族
の
方
に
苦
労
を
掛
け
た

と
思
い
ま
す
。本
当
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
隊
訓
練
を
通
じ
て
磐
手

分
団
は
分
団
全
員
の
結
束
力

を
高
め
規
律
正
し
く
、有
事
の

際
に
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
消
防
団
の
力
に
な
る
と

思
い
ま
す
。今
後
は
小
隊
訓
練

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
団
員

に
、我
々
が
訓
練
で
得
た
教
訓

を
伝
え
九
十
名
の
磐
手
分
団

と
し
て
結
束
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、小
隊

訓
練
を
通
じ
て
団
本
部
、消
防

本
部
、関
係
各
位
の
皆
様
方
の

激
励
、本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度（
公
財
）

大
阪
府
消
防
協
会
三
島
地
区

支
部
消
防
総
合
訓
練
が
平
成

二
十
八
年
八
月
二
十
一
日
、茨

木
市
中
央
公
園
南
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。私

が
所
属
す
る
磐
手
分
団
は
、高

槻
市
消
防
団
代
表
と
し
て
小

隊
訓
練
を
行
い
、私
は
大
役
で

あ
る
指
揮
者
と
し
て
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

五
月
十
日
の
結
団
式
以
来
、

毎
週
二
回
、全
三
十
回
に
わ
た

る
訓
練
に
、隊
員
三
十
余
名
が

就
業
後
の
夜
間
に
、本
業
と
の

両
立
に
相
当
な
努
力
の
上
で

参
加
し
、心
を
一
つ
に
訓
練
に

励
み
ま
し
た
。隊
員
発
案
に
よ

る
記
名
ベ
ス
ト
着
用
等
の「
一

心
同
隊
」へ
の
意
気
込
み
に
支

え
ら
れ
、私
は
全
身
全
霊
の
気

合
を
込
め
た
号
令
に
専
念
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
員
が
納
得
出
来

る
素
晴
ら
し
い
訓
練
成
果
を

発
揮
出
来
た
事
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
経
験
で
、私
達
は

仲
間
と
の
太
い
絆
と
大
き
な

自
信
を
得
ま
し
た
。こ
れ
は
今

後
の
消
防
団
活
動
に
、必
ず
活

か
さ
れ
る
と
確
信
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、今
回
ご
指
導
頂
い

た
教
官
の
皆
様
、ご
支
援
頂
い

た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十

七
日
に
行
わ
れ
た「
平
成
二
十

八
年
度
高
槻
市
地
域
防
災
総

合
訓
練
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
大
阪
府
北
部
を

震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
３
の
直
下
型
地
震
が
発

生
し
た
」と
い
う
想
定
の
元
、

消
防
本
部
や
我
々
消
防
団
だ

け
で
は
無
く
警
察
・
自
衛
隊
や

そ
の
他
地
域
の
自
主
防
災
組

織
な
ど
、様
々
な
組
織
と
の
合

同
訓
練
で
し
た
。私
は
水
防
工

法
訓
練
の
為
の
水
防
班
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
前
訓
練
よ
り
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、釜
段
工
や
土
嚢

作
成
な
ど
入
団
以
来
経
験
し

た
事
の
無
い
工
法
や
作
業
に
当

初
戸
惑
い
ま
し
た
が
、本
番
で

は
指
揮
者
の
指
示
の
下
、一
丸

と
な
っ
た
作
業
が
出
来
て
い
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ

る
事
態
に
な
ら
な
い
事
が
一
番

で
す
が
、今
回
の
訓
練
の
作
業

内
容
や
反
省
点
な
ど
反
芻（
は

ん
す
う
）し
、い
ざ
と
い
う
時
役

立
て
る
様
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
八
年
二
月
三
日
、

高
槻
市
内
の
幼
稚
園
で
、火
災

予
防
の
啓
発
と
し
て
紙
芝
居
や

ダ
ン
ス
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
火
遊
び
の
危
険
性
を

訴
え
た
紙
芝
居
の
後
、白
い
シ

ー
ツ
を
煙
に
見
立
て
、そ
の
下

を
鼻
と
口
を
覆
い
四
つ
ん
這
い

で
潜
る
体
験
を
行
な
っ
て
、視

覚
と
体
を
使
っ
て
火
災
予
防
を

伝
え
ま
し
た
。今
ま
で
の
活
動

は
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
な
ど
大

き
な
会
場
で
市
民
の
皆
様
に
来

て
も
ら
う
と
言
う
の
が
主
な
形

態
で
し
た
が
、今
回
は
こ
ち
ら

が
幼
稚
園
に
赴
く
と
い
う
も
の

で
勝
手
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
っ
た

も
の
の
、子
ど
も
達
は
積
極
的

に
興
味
を
持
っ
て
話
を
聞
い
て

く
れ
ま
し
た
。次
に
地
震
が
来

た
ら
ど
う
や
っ
て
身
を
守
る
か

を
振
付
け
た
ダ
ン
ス
、応
急
手

当
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た

『
お
お
さ
か
救
命
体
操
』を
披
露

し
、先
生
方
も
一
緒
に
踊
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。今
回
の
訪
問
で

「
命
を
救
う
」事
の
大
切
さ
を
、

少
し
は
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、そ
し
て
子
ど

も
達
を
守
る
為
、防
火
指
導
を

如
何
に
行
な
う
か
、ど
う
伝
え

る
か
を
模
索
し
、今
回
の
貴
重

な
体
験
を
活
か
し
て
、こ
れ
か

ら
も
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
予
防
広
報
活
動

団
本
部　

団
員　

荻
野　

明
子

平
成
二
十
八
年
度
高
槻
市
地
域
防
災
総
合
訓
練

富
田
分
団　

班
長　

笹
井　

仁
志

平
成
二
十
八
年
度
消
防
団
員
教
育
訓
練「
基
礎
教
育
」

磐
手
分
団　

分
団
本
部

分
団
長
佐
藤　

武
彦

　

平
成
二
十
八
年
五
月
十
五

日
と
、六
月
十
二
日
の
消
防
団

員
教
育
訓
練「
基
礎
教
育
」Ａ

課
程
と
Ｂ
課
程
に
参
加
し
ま

し
た
。ま
ず
一
日
目
の
Ａ
課
程

で
は
午
前
中
に
消
防
学
校
の

教
官
の
方
に
安
全
管
理
等
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。引
き
続
き

外
に
出
て
教
官
の
指
導
の
下
、

『
整
列
休
め
』『
敬
礼
』『
回
れ

右
』な
ど
の
基
本
動
作
の
訓
練

を
し
ま
し
た
。手
の
位
置
や
足

の
角
度
な
ど
細
か
い
所
ま
で
指

導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。午
後

か
ら
は
ホ
ー
ス
の
搬
送
や
延
長

方
法
、放
水
の
基
本
姿
勢
な
ど

の
訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
Ｂ
課
程
で
は
防

災
等
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。午

後
か
ら
は
椅
子
や
毛
布
と
い
っ

た
身
近
に
あ
る
物
を
利
用
し

た
搬
送
方
法
、色
々
な
場
面
で

活
用
で
き
る
ロ
ー
プ
の
結
び
方

を
学
び
ま
し
た
。

 

こ
の
二
日
間
で
消
防
学
校
の

教
官
の
方
や
分
団
の
方
々
が

細
か
い
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た

お
か
げ
で
こ
の
訓
練
を
通
し
て

色
々
な
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
ん
だ
こ
と
を
実

践
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

五
領
分
団　

梶
原
南
班

団　

員
峯　
　

竜
馬

　

平
成
二
十
八
年
五
月
十
五

日
、六
月
十
二
日
大
阪
府
立
消

防
学
校
に
お
い
て
平
成
二
十
八

年
度
消
防
団
員
教
育
訓
練

「
基
礎
教
育
」に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
座
学
に
お
い
て
、咄

嗟（
と
っ
さ
）の
判
断
で
起
こ
り

う
る
誰
し
も
あ
っ
て
然
る
べ
き

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
極
力
無

く
す
為
に
日
々
の
訓
練
が
い
か

に
重
要
か
と
い
う
講
義
を
受

け
、そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

基
本
動
作
、ホ
ー
ス
の
搬
送
、

結
合
、放
水
等
の
操
作
を
習

い
、二
日
目
の
座
学
は
フ
ラ
ッ

シ
ュ
オ
ー
バ
ー
の
仕
組
み
に
つ

い
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ロ
ー
プ

の
結
索
、あ
ら
ゆ
る
物
を
用
い

た
傷
病
者
搬
送
方
法
等
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
最
近
、三
島
江
に
引
っ

越
し
て
来
て
、消
防
団
の
お
誘

い
を
頂
い
た
時
、少
し
で
も
地

域
に
溶
け
込
み
、微
力
な
が
ら

貢
献
で
き
る
な
ら
と
お
受
け

し
ま
し
た
。こ
の
度
、教
育
訓

練
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、消
防

団
の
す
べ
き
事
の
基
本
を
習
う

事
が
出
来
た
と
同
時
に
、消
防

団
の
存
在
意
義
、防
火
の
大
切

さ
、災
害
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
時
の
対
応
を

改
め
て
考
え
る

良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
々
の
訓
練

を
怠
る
事
な

く
、何
時
も
皆

様
と
協
力
し
て

地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
れ
る

様
、励
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

三
箇
牧
分
団　

三
島
江
班

団　

員
松
藤　

洋
臣

磐
手
分
団　

古
曽
部
班

班  

長
加
賀
山　

元

平
成
二
十
八
年
度（
公
財
）大
阪
府
消
防
協
会

三
島
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練  

小
隊
訓
練
の
部  

出
場

-
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    在
職
十
年
に
達
し
た
者

在
職
二
十
年
に
達
し
た
者

支
部
長
表
彰

在
職
三
十
年
に
達
し
た
者

平
成
二
十
八
年
秋
の
褒
章

三
島
地
区
支
部
表
彰

防
災
功
労
賞

退　

団　

者

昇　

任　

者

　

　

入

団

者

た
か
つ
き
消
防
団
だ
よ
り

編
集
委
員

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

　 　

こ
の
度
、富
田
分
団
で
は
消

防
ホ
ー
ス
乾
燥
台
の
老
朽
化

に
伴
い
、新
設
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

消
防
活
動
に
於
い
て
使
用

し
た
消
防
ホ
ー
ス
を
乾
か
す

際
、電
動
モ
ー
タ
ー
で
ホ
ー
ス

フ
ッ
ク
を
昇
降
さ
せ
、安
全
か

つ
迅
速
に
作
業
を
行
う
事
が

出
来
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
充
実
し
た
消

防
活
動
を
心
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、消
防
ホ
ー
ス
乾
燥

台
設
置
に
あ
た
り
、ご
尽
力
頂

き
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
は
、

団
員
一
同
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

　

　

富
田
分
団　

分
団
本
部

分
団
長
山
城　

信
彦

消
防
ホ
ー
ス
乾
燥
台
更
新

　

　

阿
武
野
分
団　

宮
田
班

班　

長
清
水　

順
一

消
防
ポ
ン
プ
格
納
庫
及
び

　
　
　

消
防
ホ
ー
ス
乾
燥
台
更
新

　

歴
史
あ
る
宮
田
班
消
防
ポ

ン
プ
格
納
庫
は
古
い
土
壁
と
木

造
で
消
防
車
一
台
が
や
っ
と
収

ま
る
小
屋
で
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
八
年
五
月
に
新
し

く
宮
田
第
二
公
民
館
を
間
口

の
広
い
電
動
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
消

防
車
の
出
入
り
が
安
全
な
広

場
を
持
つ
格
納
庫
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ス
乾

燥
台
も
位
置
の

見
直
し
を
行
い

新
た
に
建
て
替
え

ま
し
た
。

　

近
年
の
消
防

団
活
動
は
火
災

と
共
に
地
震
、水

害
な
ど
の
天
災
に

備
え
る
こ
と
も

多
く
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。地
域
と

密
着
し
た
活
動

を
進
め
て
い
く
た

め
に
も
、小
型
ポ

ン
プ
格
納
庫
は
今

後
色
々
な
災
害

に
対
応
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
備
え
る
必
要
が

出
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ

格
納
庫
を
有
効
活
用
し
地
域

安
全
活
動
の
拠
点
に
な
る
よ

う
、よ
り
一
層
訓
練
に
励
み
精

進
す
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
建

屋
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
宮
田

第
一
自
治
会
の
皆
様
と
消
防

本
部
関
係
者
の
方
々
に
大
変

お
世
話
に
な
り
、心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長 

磐
手　
　
藤
松　
元
治

副
委
員
長 

富
田　
　
住
田　
昇
治

委
員　

 

高
槻　
　
笠
矢　
智
久

　
〃　

 

芥
川　
　
輕
墓　
祥
行

　
〃　

 

五
領　
　
森
本　
昌
宏

　
〃　

 

阿
武
野　
寺
田　
　
信

　
〃　
　

 

清
水　
　
川
上　
敏
弘

　
〃　

 

大
冠　
　
井
上　
忠
宏

　
〃　

 

如
是　
　
北
島　
弘
之

　
〃　

 

三
箇
牧　
二
神　
義
治

　
〃　

 

樫
田　
　
渡
邊　
美
広

　
〃　

 

団
本
部　
根
本　
隆
子

オ
ブ
ザ
ー
バー

　
　
　

 

団
本
部　
石
田　
義
光

十
二
月
十
日（
土
）〜
三
十
一
日（
土
）

　

歳
末
特
別
警
戒

一
月
八
日（
日
）

　

平
成
二
十
九
年
高
槻
市
消

　

防
出
初
式

一
月
二
十
二
日（
日
）

　

平
成
二
十
八
年
度
消
防
団

　

員
教
育
訓
練

「
幹
部
科　
分
団
指
揮
課
程
」

三
月
一
日（
水
）〜
七
日（
火
）

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

三
月
十
八
日（
土
）

　

大
阪
府
消
防
表
彰
式

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
三
日

　
阿
武
野
分
団　
赤
大
路
班

　
　
団
員

　
　
　
故   

東　

   

泰 

光   

様

　
　
　
　
　
　
享
年
五
十
四
歳

窪
田　

保
憲  （
団 

本 

部
）

杉
本　

信
夫  （
磐
手
分
団
本
部
）

髙
井　

秀
次  （
西 

冠 

班
）

大
西　

真
二  （
二 

料 

班
）

笠
矢　

智
久  （
高 

槻 

分 

団
）

足
立　

譲
志  （
芥 

川 

分 

団
）

西
田　
　

清  （
梶 

原 

班
）

掛
下　

久
生  （
萩 

之 

庄 

班
）

髙　

悟
万
佐  （
安  

満  

班
）

田
村　

智
哉  （
別  

所  

班
）

久
保
田
育
仁  （
阿
武
野
分
団
本
部
）

岸
田　

益
行  （
塚 

原 

班
）

吉
田　

孫
吉  （
氷 

室 

班
）

岡
村　

清
資  （
土 

室 

班
）

東　
　

泰
光 

（
赤 

大 

路 

班
）

福
岡　

輝
夫 

（
塚 

脇 

班
）

福
岡　

正
博 

（
塚 

脇 

班
）

奥
上　

秀
和 

（
萩 

谷 

班
）

小
西　

俊
也 

（
野 

田 

班
）

樫
村　

幸
彦 

（
芝 

生 

班
）

西
田　

明
充 

（
唐 

崎 

班
）

増
井　

  

二 

（
柱 

本 

班
）

大
西　
　

亘 

（
二 

料 

班
）

出
口　
　

誠 

（
梶
原
南
班
）

二
見
谷　

樹 

（
梶
原
南
班
）  

岩
本　

光
弘 

（
上 

牧 

班
）

長
内　

要
純 

（
上 

牧 

班
）

河
村　
　

伸 

（
安 

満 

班
）

𠮷
田　

篤
史 

（
安 

満 

班
）

土
居　

拓
郎 

（
山 

手 

班
）

森
田　

智
彦 

（
別 

所 

班
）

木
﨑　
一
夫 

（
成 

合 

班
）

𠮷
田　
　

透 

（
氷 

室 

班
）

畑
中　
　

繁 

（
原　

 

班
）

當
麻　

円
俊 

（
塚 

脇 

班
）

古
藤　

正
愛 

（
大
蔵
司
班
）

戸
口　

順
弘 

（
真 

上 

班
）

松
田　

功
次 

（
芝 

生 

班
）

中
村　

和
誉 

（
津
之
江
班
）

中
村　

康
寛 

（
津
之
江
班
）

宇
佐
美
秀
明 

（
西 

面 

班
）

濵
田　

義
宏 

（
西 

面 

班
）

岡
部　

宗
博 

（
三
島
江
班
）

高
木　

秀
之 

（
富
田
分
団
）

伊
藤　

大
輔 

（
富
田
分
団
）

畑　
　

博
基 

（
中 

畑 

班
）

中
田　

茂
晴 

（
高
槻
分
団
）

臼
井　

秀
典 

（
芥
川
分
団
）

西
村　

正
則 

（
道 

鵜 

班
）

塚
本　
　

潤 

（
萩
之
庄
班
）

髙
井　

大
介 

（
別 

所 

班
）

藍
綬
褒
章

　
副
団
長

窪
田　

保
憲

如
是
分
団

　
　

庄
所
班 

井
上　
一
祐

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
付

芥
川
分
団 

 

藤
下　
　

正

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
日
付

磐
手
分
団 

 
 

　
　

山
手
班 

田
中　

雄
一

平
成
二
十
八
年
八
月
十
六
日
付

阿
武
野
分
団

　
　

赤
大
路
班 

東　
　

泰
光

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
三
日
付

樫
田
分
団

　
　

分
団
本
部 

大
西　

庄
豪

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
付

団
本
部

 
 

西
井
嘉
奈
子

芥
川
分
団 

 
 

 
 

清
水　
　

勉

五
領
分
団

　
　

道
鵜
班　

 

東
村　

克
行

磐
手
分
団

　
　

山
手
班 

井
下　

裕
章

阿
武
野
分
団

　
　

氷
室
班 

中
村　

紘
也

清
水
分
団

　
　

大
蔵
司
班 

門
川　

拓
也

三
箇
牧
分
団 

 
 

　
　
三
島
江
班 

山
本　
　

真

平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
付

樫
田
分
団 
 

分
団
長　

西
城　

茂
治

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
付

田
村　

信
弥 

（
別 

所 

班
）

馬
場　

慎 

一 

（
古
曽
部
班
）

久
保　

裕
之 

（
成 

合 

班
）

近
藤　

昌
和 

（
宮 

田 

班
）

田
中　

直
次 

（
土 

室 

班
）

向
井　

幸
弘 

（
西
之
川
原
班
）

泉　
　

浩
之 

（
塚 

脇 

班
）

宮
前　

英
児 

（
大 

塚 

班
）

藤
原　
　

宏 

（
如
是
分
団
本
部
）

岸
田　

祐
和 

（
東
五
百
住
班
）

横
山　

太 
一 
（
津
之
江
班
）

横
山　

仁
志 
（
津
之
江
班
）

迎
田　

泰
史 

（
唐 
崎 

班
）

田
淵　

晴
喜 

（
三
島
江
班
）

伏
見　

能
成 

（
出 

灰 
班
）

平成28年12月15日 たかつき消防団だより


